


































2020年度

第1期入学試験

［Ⅰ］

問1

(各2点） （i)脅威 （ii)風潮 （iii)渦中
問2

(各2点） （あ）しだいに。だんだんと。

（い）生き生きとした雰囲気にあふれている。 （う）除外できない。

問3

(4点） イ

問4

(6点） （例）特定の外国を崇拝して傾倒する気持ちを退け、自国の独立した考えを保つこと。（36字）

問5

(4点） オ

問6 （例）小藩の下級士族の末子として生まれたために、徳川身分社会では能力があっても将来に望みをかけることができなかった

（9点） という経験。（60字）

問7

（4点） エ
問8

（4点） イ

［Ⅱ］

問1

(各2点） （i)触発 （ii)魅了　 （iii)連綿 （ⅳ)着手 （ⅴ)過程

問2

(各2点） （あ）同類の中で最もその特徴を表しているもの。 （い）理由。わけ。 （う）つじつまが合わない。

問3

（各2点） (Ｘ)エ （Ｙ）ウ
問4

（3点） ウ

問5

（8点） （例）創造のための優れた手本に恵まれた一方、いつまでもその影響から抜け出せないから。（39字）

問6

（Ⅰ）

（6点）
（例）少ない材料を巧みに配し、生けた花と、花・茎の埋め残した空間の拡がりを楽しむ（スタイル。）（37字）

（Ⅱ）

（3点） イ

問7

（5点）
（例）幼時の根本的な体験と西洋の大芸術との距離を埋める（ことの難しさ。）（24字）

問8

（12点）
（例）日本と西洋では芸術創造の根源である文明の体系が違い、文化の形成においても固有の伝統が影響し、人々の生活や思考法まで

規制している。日本文化の将来を考える場合には、歴史を顧みて現在の日本の根幹をつくってきたものを見分けることが大切である。

国語
解　答　用　紙

（117字）
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